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1665年 フック(R. Hooke):生命の基本単位である細胞を自作の顕微鏡で発見⇒「細胞生物学」 
1862年 パストゥール(Louis Pasteur): 生物の自然発生説を否定 
1897年 ビュッヒュナー(E.  Buchner) : 酵母からチマーゼを分離、酵素の概念を確立 →「生化学」 
1944年   シュレーディンガー(E.  Schrodinger):「生命とは何か」の講演→「生物物理学」 




































Wilkins et al. 
Hubbell &.McConnell:  
Devaux & McConnell  
 Melchior et al. 
Pinto da Silva & Branton  











































































































PIP2:ホスファチジルイノシトール 4,5-二リン酸,  































プロテインキナーゼC (Protein kinase C, PKC) 
プロテインキナーゼC(PKC)の膜への結合と活性化 
GFPによるＰPKCの膜結合の画
像化[N.Sakai, K.Sakai, N.Ikegaki, 
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の波動関数    と   を用いて、次のように表される。 
:  i 電子と  j 電子の間の距離 ri jpW encounterex 
 encounter



































































2 %のPI or DAG or PA を
含むPCのリポソーム 























[L. Yang & M. Glaser: Biochem. 34(1995), 1500-1506] 
ラフト(Raft):機能性のマイクロドメインの模式図 



























































































 DMPC/DMPE (1:1)の２成分で調製した巨大リポソームの相分離 
                                                          [Tm=23 ℃(DMPC/49 ℃(DMPE] 
Time;  min:sec.00 
・GPイメージング顕微鏡システムの性能評価






































最初のスフィンゴミエリナーゼ処理の酵素濃度(37 ℃, 10 min) 
０U/ml ０.05U/ml ０.075U/ml ０.1U/ml ０.125U/ml 
1mM 1mM 1mM 1mM 1mM 













■: Sphingomyelinase treatment  (37 ℃, 10 min) 
●:Additional Mβcyclodextrin treatment (37 ℃, 30 min) 
Liquid-ordered 
Liquid-disordered 
1                4                 7                10               13               16              19               22               25              28 
31              34               37              40               43               46              49               52               55              58 
61              64               67              70               73               76              79               82               85              88 


























































5 mol% メリチン 
対照(メリチンなし) 
DMPC Tm=23 ℃ 
DPPC Tm=41 ℃ 
DMPC/DPPC(1:1) の2成分系 
DMPC/DSPC(1:1) の2成分系 
DMPC Tm=23 ℃ 


























































































































































































Time after shift to 15 C [h]
39.5 ℃ から15 ℃へ培養温度を低下させたときのTetrahymena細胞の適応変化. 







































  12番目の位置に二重結合を導入） 
desB:ω3 
（炭素数18の脂肪酸のメチル基末端から 
  ３番目の位置に二重結合を導入） 
desC:Δ9 
（炭素数18の脂肪酸のカルボキシル基側から 
  ９番目の位置に二重結合を導入） 
desD:Δ6 
（炭素数18の脂肪酸のカルボキシル基側から 
  ６番目の位置に二重結合を導入） 
シアノバクテリア Cyanobacterium 

















Fatty acid composition [%] 
           Smooth area           Rough area 
C14:0        9.3            >        6.1 
C16:0      24.4            >      19.3 
C18:0        1.3                      1.6 
C16:1        8.4                     8.0 
C18:1      17.6           <      19.3 
C18:2      14.7           <      19.0 
















[S. Ohnishi and H.M.McConnell, : J. Am. Chem. Soc. 87, 2293 (1965) ] 

























































































































Correlation between swimming velocity and order parameter of total phospholipids in 
Tetrahymena cells under various conditions; grown at 34゜C, grown at 15゜C, different times 
after the change of temperature, and normal and ergosterol-replaced cells. After the 
measurement of swimming velocity, total phospholipids were prepared from the cells. The order 
parameter was calculated from ESR spectrum of phospholipid liposomes containing 1 mol% 
stearic acid spin probe. Dotted lines were obtained by the linear regression of data. Correlation 


































Human platelets were stimulated by thrombin.
10 μｍ

























蛍光標識分子            野生株          欠損株 
Lucifer yellow                 1692±993                    752± 412 
(Rhodamine) Dextran      1883±1588                 1203± 648  
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博士論文の題目「燐  脂質 モデ ル膜内で の ポリエ  ン系抗生物質
とステロールの 相 互作 用」 で理学博士を授与された。大学院の
在学中に岐阜大学医学部の野澤義則教授とテトラヒメナ細胞の環
境適応機構の共同研究を行っており、学位の取得と同時に岐阜大
学医学部生化学教室の助手となった。 
大西先生傘寿(80歳)の会2010年1月 
電子スピン共鳴装置 
大木和夫のプロフィール 
岐阜大学医学部講師の在職中に、文部省の長期在外研究員として
米国ボルチモア(Baltimore)市のジョンスホプキンス大学生物物理
学科に家族を伴って留学する。 
メリーランド州のボルチモアは
首都ワシントンまで自動車で１
時間の距離にあり、連邦政府の
施設であるスミソニアン博物館
は無料で見学ができる。 
ジョンスホプキンス大学 
航空宇宙博物館 
大木和夫のプロフィール 
帰国後、1986年6月から名古屋大学工学部応用物理学科第６講座
の助教授になる。 
名古屋大学大学院工学研究科に量子工学専攻
が新設され、生物物理学講座の助教授を兼任
する。 
1991年12月から東北大学理学部物理学
第二学科教授として、仙台に着任する。
大学院重点化により、物理学専攻、物
理学第二専攻、原子核理学専攻が統合
されて物理学専攻に領域横断物理学講
座が新設され、その教授として、現在
に至る。 
名古屋大学工学部 
東北大学理学研究科理学合同棟Ｂ 
